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た学院創成科〔1∫:研究ド1・応月」化学分野の准教fl乏(テニュアト

ラック)西形1歪司先生が、効率的で安価なフヅ素化反応を開

発し、その戒.果はAngc、vandteChcmic,]nter・na[i〔malEc"tion

([F=11.709)に掲我され、ハイライト研究として内表紙を飾り

ました..

西形先生左は、今Flの論文i、志にハイライトされた研究成果の概念図

フッ素は歯磨剤やテフロン加.1:のフライパンなど私たちの身

近な素材'に含まれている重1腹な元素です.,ある調査では、医農

薬晶の2{}～30V"にフッ素が含まれていると言われていますL.

そのような・宣要なフッ素化物は、有機合成fヒ学的に合成されて

おり、現在では様々なフヅ素導入試薬が開発されています,,し

かし、フヅ素やアルカリフッ化物などのII'iくから使われている

1試薬は、激しすぎる反応'1生や空気や刀くの共存ドでは反応'1生が.鰹

しく低..ドする良いう欠点がありました、,そこで、近年ではこれ

らを克服するためのi':「;i性能な特…殊フッ素化の開発に研究の焦点

が当てられています.、ところが、合成化学的な反応'1生や取り扱

い易さがli㌔」ヒした一方で、フッ素化剤のコストは許しくヒ昇し

てしまいました旨このことが、研究室レベルで開発したフッ素

化反応の産業への応用が遅れている原因の..・つになっていま

す,

今回、「,Ll形先生らは古くからフッ素化網として知られてい

る安価なフッ化セシウム(CSF)による新しいフッ素化反応の

開発に戒功しました、,銅触媒仔在.Fフッ化セシウムを用いると

複.数の炭素一臭素糸rIl合を持つ),撃質の3級アルキル」齢i;位のみで

選択的にフッ素化反応が進行することを見出しました「「これは

反応中に生じるフッ化銅とアミドとの相:圧作川が1塞択r白なフッ

素化を実現していると予想されています,この.罫法により、こ

れまで反1、L;させることの難しかった反応点に対して、効率的に

フヅfヒ反応をf了うことが可能となりました。それに加え、フッ

素源として従来開発されてきた反応剤(1,{}80ドJig～)よりも

安価なフッ化セシウム(801111'g)を/.[1いることがli∫能となり、

コスト削減に大きく貢献できる点も本反1、Elの特徴です.tt

この研究成果は、有機合成fヒ学協≦きより優れた萌芽r内研究

として表彰された研究内ギぎの..欄1です(西形先生の「.東ソー研

究企両賞.1受賞については、Ne、、slet〔er第7U一で既撮)..高効

率かつ安価な反応斉1」を利月1できる全く新しいフッ素導入法とし

て、様々な分野への応川が期待されます。
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